
1 

平成３０年度 

茨城県民総体バレーボール競技 兼 

第１７回 全国社会人９人制バレーボール東ブロック男女優勝大会茨城県大会  

 

開催要項 

 

 

主  催     公益財団法人日本バレーボール協会 
主  管     茨城県バレーボール協会 
 

１．期  日 平成３０年６月２４日（日） 

 

２．会  場 茨城県鉾田市総合体育館  

〒311-1528茨城県鉾田市当間2331      ℡0291-33-3340 

  

 

３．参加資格 平成３０年度公益財団法人日本バレーボール協会「チーム加盟及び個人登録規程」により 

「実業団男子・女子」、「クラブ男子・女子」、「大学男子・女子」として有効に登録された選手で 

構成されるチームで、下記に該当するチーム。 

（１）県代表として推薦するチームは男子２チームとする。 

但し，補填の希望候補は上位ﾁｰﾑから順に受け付ける。 

       （２）下記の競技会に出場チーム及び個人は出場できない。 

①当年度黒鷲旗全日本男女選抜大会 

②当年度全日本９人制実業団男子・女子選手権大会 

③当年度全日本６・９人制クラブカップ男子・女子選手権大会 

④当年度国民体育大会バレーボール競技 

 

<注>不参加チームがでた場合は、ＪＶＡ国内競技委員会が補充することがある。 

 

４. 競技規則  平成３０年度公益財団法人日本バレーボール協会９人制競技規則による。 

 

５. 競技方法  トーナメント方式３セットマッチとし、３位決定戦は行わない。 

 

６. 大会使用球  男子：ミカサ製「MVA300」 女子：モルテン製「V5M5000」  

 

７. チーム構成  試合時のチームは監督・コーチ・マネージャー各１名、選手１５名、計１８名以内とする。 

但し，大会参加申込は、選手１８名まで申し込むことができる。そして、試合毎に１５名をエントリー

することができる。 

なお、選手の変更は競技者番号の変更を含め一切認めないので申込み時に十分注意すること。 

監督・コーチ・マネージャーのうち１名以上は、公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者制度

に基づく、公認バレーボールコーチ、公認バレーボール上級コーチ 、公認バレーボール指導員、公認

バレーボール上級指導員のいずれかの資格を有する者であること。 

また、本大会は部長のベンチ入りを認める。（チームスタッフとしてMRS登録していること。） 

※ 上記は本大会規定であるため，ベンチスタッフ規定については県予選については問わない。 
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８．申込方法   所定の用紙（様式２）に必要事項を記載し，締切期日までに下記宛てFAXまたはE-mailにて申

し込むこと。参加申込後の選手の交代は認めない。但し，監督，コーチ，ﾏﾈｰｼﾞｬｰについては，

所定の様式（スタッフ変更届）により変更（大会当日）できる。 

 

９． 参加料    ５，０００円 （参加料は当日各会場で徴収します。棄権が発生しても参加料は徴収します。） 

 

10． 締切期日   平成３０年６月１６日（土）必着 

      『〒306-0616 坂東市猫実1083-5   針替 清徳』 

      FAX0297-39-3308  E-mail   harigae.kiyonori@mail.ibk.ed.jp 

 

11．組 合 せ    茨城県バレーボール協会が厳正に行う。 

 

12．開 会 式    平成３０年６月２４日（日）午前 ９時００分会場で行う。 

          各チーム全員統一された服装で参加すること。 

 

13．そ の 他  (1) 部長・監督・コーチ・マネージャーは規定のマークを明確に判別できる位置（左胸部が望ましい）に 

つけること。 

        (2) 大会申込み以外のメンバーによるスタッフ変更を申請する場合は、ＭＲＳによるチーム加入一覧を提出

すること。 

(3)チームスタッフの服装は，選手と異なるトレーニングウェアを着用する場合，統一されたものを着用す

ること。（ランニングシャツ・Tシャツ・ハーフパンツ等不可） 

        (4)選手のユニフォーム・シューズ･サポーターはＪＶＡの公認メーカー製であること。 

          公認メーカー以外を着用する場合にはそのロゴを露出しないようにすること。 

          ユニフォームのチーム名には登録したチーム名又はそれを表す略称名であること。 

        (5)大会参加者は，事前に健康診断を必ず受けること。選手の健康管理については、チーム及び個人の責任と

してこれを受け止め，十分留意すること。なお，競技中の負傷については，応急処置は行うが，それ以後

の責任は負わない。 

        (6)地震，風水害等自然災害及び感染症・伝染病等により大会が中止される場合もあります。 

        (7)本大会についての 問合せ先  

茨城県バレーボール協会   会場責任者  大堀  学 Tel：090-1602-0500 

競技委員長  針替 清徳 Tel：090-3472-5272 

                                                総務委員長  谷中 藤雄 Tel: 090-4733-3828 

 

 

 

※ 「大会参加についての注意事項」別添ファイルをご確認下さい。 
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平成30年3月3日 

大会参加についての注意事項 

 

① JVAにメンバー登録することで、すべてのJVA主催全国大会および予選会、または都道府県協会の主催・主管する大会に参

加する権利を得る。 

② 各大会に参加できる選手は、その申込みまでに有効に登録された選手でなければならない。全国大会についても、大会申

込みまでにそのチームに加入していれば、予選会に参加していなくても全国大会に出場することができる。その際、その

メンバー（選手、スタッフ）は、他のチームから同一大会の予選会に参加申込みしていないことが条件である。 

③ 同一の大会（全国大会の予選会を含む）への参加は、1登録チームにつき1チームとし、１登録メンバー（選手、スタッフ）

につき同一の大会（全国大会の予選会を含む）に出場できるのは１チームからとする。 

 開催要項により１登録チームについて複数のチーム参加を許可（○○クラブとして登録しているチームが○○クラブ

（Ａ）と○○クラブ（Ｂ）等２つまたはそれ以上に分割して出場することを指す。）する大会においても、そのチー

ムに所属しているメンバー（選手、スタッフ）はいずれかの１チームからのみ参加することができる。（部長は除く） 

 ２つ以上のチームに所属する選手が１つの大会（全国大会の予選会を含む）に出場した場合、この選手は他のチーム

から同一の大会（予選会・本大会を含む）に出場することはできない。 

④ 大会参加申込みをした時点で、その大会に出場したものとみなす。 

⑤ ＭＲＳを用いないで郵送等で参加申込みを行う場合、所定の申込書に所属する都道府県協会長の公印（朱印）を押し、チ

ーム責任者がMRSより打ち出した加入選手一覧表を添えて提出しなければならない。 

⑥ 公益財団法人日本バレーボール協会主催全国大会に参加するチームのベンチスタッフについては以下のとおり。 

 監督・コーチ・マネージャーのうち１名以上は、(公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認バ

レーボール指導者（コーチ、上級コーチ、指導員、上級指導員）のいずれかの資格を有する者でなければならない。 

 ＪＶＡ主催全国大会に参加するチームのベンチスタッフ(部長も含む)も、ＪＶＡメンバー登録することが必要となる。

スタッフは「選手」または「チームスタッフ」としてＭＲＳにより登録をする。「選手」として登録しているメンバ

ーはベンチスタッフと選手を兼ねることができるが、「チームスタッフ」として登録した場合、選手として大会に申

込むことはできない。 

 

全国社会人大会出場資格の解釈 

 

全国社会人大会の参加規程では、下記の競技会に出場したチーム及び個人は出場できない。 

① 当年度黒鷲旗全日本男女選抜大会 

② 当年度全日本９人制実業団男子・女子選手権大会 

③ 当年度全日本６・９人制クラブカップ男子・女子選手権大会 

④ 当年度国民体育大会バレーボール競技 

 

本来、社会人大会の目的は、上記①から④までの「全国大会」の出場権を得られなかったチームが参加できるように考えら

れた大会である。 

この趣旨から、上記①から④の予選（ブロック大会を含む）に出場していても、全国大会に出場していなければ、社会人大

会に出場することは可能である。ただし、社会人大会の予選に２チームから参加したり、一つのチームが複数の予選に出場し

たりすることはできない。 

【追記】社会人大会の参加資格（2017年度からの取り扱い）について (2017/3/4追記) 

黒鷲旗、９人制実業団、クラブカップの各大会にチーム及び個人として出場した場合、社会人大会への出場（大会参加申込
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みをした時点で出場とみなす）は認められないが、上記３大会の大会参加申込みにベンチスタッフとして登録して出場した場

合のみ、社会人大会に別のチームから選手としてもスタッフとしても出場できます。 

 


